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地方の再整備は、新しい社会基準における計画を求める。IOT における基幹インフラにお

ける次世代社会の整備は、企業との連携における新しい可能性の実現を行う。コスト基準を

大幅に引き上げ、これら基準における社会構築を行政計画化し実現する。 

 

コンペティションホールと市庁舎、県庁舎を中心とした整備は、すべての行政サービスの

IOT 化を実現し、次世代交通環境における整備を求め、港湾整備と空港との連結における、

交通環境を求める。これらは世界との連携における地方の可能性を求める。 

 

生涯教育と児童教育、産業との協力、社会整備における、新しい地方行政におけるアクショ

ンは、完全な社会転換を新しい時代と世界基準における再整備を実現する。 

 

これらは地方行政が自己整備において大学や企業との協力を基盤とし、新しい時代におけ

る可能性をその先端性において実現する。 

 

これらは地方におけるインフラの新しい利用を生活と社会と連携し、時代における新しい

可能性の整備とともに、新しい社会と生活を世界へ地方行政における行動において提案す

る。 

 

大学の誘致は、地方の基盤として、インターネットにおける発信や参加とともに、行いたい。 

 

これらは行政計画における新しい基準と計画の提案であり、それらは世界における時代変

化への参加を自ら行うものである。 

 

中央行政との連携は、開発モデル都市としての提案など可能性を求めたい。 


